平成２５年度　第４回がまごおり協働まちづくり会議要旨
議題

（1） 平成２５年度協働モデル事業の状況について

　　○　第１回交流会実施状況を資料により事務局説明。楽笑が育苗事業の主たる実施者になり得ることを報告。
　　○　楽笑がモデル事業を実施する場合の事業計画を資料により説明。

　　○　モデル事業についての議論内容等。

　　　・　人がどうかかわるかの仕組み作りが重要。

　　　・　花苗を作ることが目的でなく、協働のノウハウ蓄積に目標を置くべき。行政とのかかわりをどう作り出すか。
　　　・　役割分担を地域の人達に持たせられると良い。

　　　・　将来的な展開として収益活動（コミュニティビジネス）まで発展できるか。

　　　・　参加者によって事業の着地点を考える必要がある。

　　　・　この取組が蒲郡発で他地域に発展した時が本物。

　（結果）

　　○　花苗事業をモデル事業として実施し、楽笑にモデル事業を発注する。
（2） 協働の指針及びルールについて
　　○　ＮＰＯと行政の相互理解の取組として、愛知県の事例を説明。
　　○　取組についての議論内容等。
　　　・　県の事業は担当課の視野を広げるためのもので、結論を出す会議ではない。
　　　・　名古屋都市センターの事例も先進事例として考えると良い。

　　　・　市民と行政の相互理解の取組はもう一度協働のスタートラインに立つため必要。

　　　・　相互理解は、ルールよりも先に必要な取組。

　　　・　蒲郡で実施するためには、テーマをしぼる必要がある。

　（結果）

　　○　意見交換会の場を設ける。

　　○　次回会議で意見交換会の事務局案を示す。
（３）　平成２６年度助成金事業について
　　○　助成金事業の金額及び実施スケジュールは案のとおり承認。
　　○　細かな助成金の事業計画は次回会議で示す。

　　○　その他助成金に関する委員意見等
　　　・　大きな事業費の事業は今後担当課とのマッチングを実施したい。

　　　・　はじめの一歩は通年受付としたい。そのための議論が必要。

３　その他

　　○　次回会議は１２月１３日（金）　午後３時３０分から
